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ビッグデータで販売促進を!  

Tポイントで様々なデータを取得！ 
　ビッグデータ（英: big data）とは、市販されているデータベース管理ツールや従来のデータ処理アプリ

ケーションで処理することが困難なほど巨大で複雑なデータ集合の集積物を表す用語である(wikipediaより

抜粋)。ここ最近よく聞く言葉だ。ビッグデータは膨大なデータを区分け（地域・年齢・趣味嗜好・男女な

ど）して販売促進に活用することができる。これを中小企業が使うとなると費用面において検討が必要に
なり、どのように使えば良いのか分からない、といったものになる。そもそも自店がどんな情報が必要な
のか、どの会社がどんなデータを提供してくれるかを考える時点でハードルが上がってしまう。しかし、T

ポイントが提供するデータは自動車販売・整備店に有効なのだ。


どのデータを使えば良いのか。 
　Tポイントに加盟すると図①のレポートが毎月提供され

る。ここには、毎月の自店の利用者の様々な情報が掲載さ
れている。


　T会員の利用人数・客単価・利用頻度・利用者の地域な

ど、顧客情報を収集できていない営業形態の店には持って
こいのデータだ。しかし、自動車販売店には車検証のデー
タをはじめとした顧客情報を専用ソフトや顧客カードに保
存するので、これらの情報は持っていて当たり前だ。


　今回このテーマで掲載したのは、このレポートの中にあ
る１つのデータだ。それが図②になる。これはレポート内
に載っているもので、自店（★マーク）の周辺にどれだけ
のT会員がいるのかを地図上に表したものだ。


※黄→橙→緑→赤→青→紫→灰→黒の順に会員数が増えている


※図にある円は自店から半径5kmを表している
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図①　Tポイントレポート

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8B%B1%E8%AA%9E
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　この店では南側に非常に多くのT会員がいることがわか

る。これは周辺にTポイントに加盟している大手の影響もあ

る。TSUTAYAやファミリーマートなどがあることによってT

会員も増えていく傾向だ。


　折り込みチラシを一定のエリアに撒いていても実際に店に
来てくれそうなエリアを事前に把握するのは困難だ。どのエ
リアに撒けば効果が出るのか分かっていれば苦労しない。し
かしこのような情報があったらどうだろう？国内に5,000万

人を超えるT会員のデータを活用できたら違った販促の方法

はないだろうか。


　例えば図②のような状況であった時には店の南側にあたる
黒い地域に「オイル交換でTポイント2倍貯まります!」「当

店で車検をするとTポイント2倍!」のようなチラシをポスティングすることも考えられるだろう。または、

今まで北側にある白い地域に撒いていたチラシを止めて他の地域に変えることもできる。T会員が多い地域

が分かっていれば今までと違った販売促進ができるようになる。


　このようにビッグデータと話題になっているがどんなデータを使い、どのように活かすのかが重要であ
り、自動車販売店をはじめとした地域に根ざしたお店にはTポイントは有効である。


　当たり前だが、この提供されるTポイントレポートには個人情報（個人を特定できる情報）は含まれな

いので、個人情報保護の観点からも問題なく利用できることを記しておきたい。
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図②　T会員MAP

※黄→橙→緑→赤→青→紫→灰→黒の順に会員数が増加
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